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☆トーシンリフォームがお客様に贈る 新感覚のニュースレター☆

相模原市中央区にある隠れた名

店「おしゃまんべ」を紹介します。

隠れた名店と言っても、それは一

昔前の事かもしれません。食べロ

グの評価か高く、県外からの来店

も増えてきているようです。

お目当てはジンギスカン定食！

３０センチはあろうかと言う山盛り

のジンギスカンは、圧倒的なボ

リュームです！

ごはん、味噌汁、小鉢が付いて

860円はお値打ちです！

量が多くても美味しくなければ全

く意味がありませんが、もちろん

とっても美味しいですよ！

羊肉特有の匂いもなく、柔らかく

て美味しいです！味付けも濃すぎ

ず、これだけの量を食べても不思

議と胸やけをしませんよ(^.^)

お腹はパンパンになりますけど

ね～（笑）

激旨ランチ 食べある日記 
食事処 ～おしゃまんべ～

住所 相模原市中央区
上溝1793-2

電話 042-757-5182
定休日 日曜日

第１・３月曜日
おすすめメニュー
ジンギスカン定食

古書探究
レイモンドチャンドラーの最高傑作「長いお別れ」を村上春樹が

新たに翻訳した本作品。訳者、村上春樹があとがきで「そこに

は疑いの余地なく、見事に傑出したものがある」と語っている

通り、疑いの余地なく別格の傑作だと言えると思います。

私立探偵フィリップマーロウは、ひょんな事からテリーと出会

う。テリーの妻のシルビアは億万長者の

娘で、そのシルビアは何者かに殺害され

る。テリーは妻殺しの容疑をかけられ自

殺に追い込まれてしまう。

しかしその裏側には悲しくも奥深い真

相が隠されていた・・・真相やいかに。

続きは是非手に取ってお読みください。

ハードボイルドでダンディなマーロウが

格好良すぎてしびれますよ！

ロング・グッドバイ
著・レイモンドチャンドラー

塗装屋社長が雨漏りを考える
塗る事よりも大切な事 その４

もしあなたが雨漏りに物凄くお悩みで、防水屋、塗装屋、屋

根屋に修繕を依頼しても直らない。となった時に誰に相談し

ますか？

こういうケースでは、最後の駆け込み寺として、建築士に相

談をするケースが多いそうです。

そこで疑問ですが、建築士は雨漏りに対する高い知識があ

るのでしょうか？ 正解は「ノー」です。

建築士は建物を新築する際の、設計や構造計算などを行

う仕事です。建築士の資格を取る際に雨水の流れや、防水

についての知識は全く必要ありません。

これは驚くべき事実だと思いますが、建築士は雨漏りの事

は全く考えずに建物を設計して良いのです。

では、建物を雨漏りさせない様にしているのは誰か？という

と新築の工務店という事になります。工務店は技術がありま

すので、少々無理のありデザインや設計でも、雨漏りをしにく

いように家を建てる事が出来ます。

工務店の雨漏りに対する責任は１０年と言われています。

つまり、新築から１１年目に雨漏りがおこっても責任は負わな

くて良いので、１０年間雨漏りをしない様に建てるわけです。

設計上の雨漏りに対する弱さがあったとしても、雨漏りをお

こす物件の多くは、新築から１０年を超えてからなので、建物

の所有者が実費で直すことになります。

ここで話を戻します。では、簡単に止まらない雨漏りにお悩

みの人が、建築士以外、誰に相談すればよいのでしょうか？

答えは、建てた工務店、雨漏り診断士の在籍する雨漏り調

査と修繕の専門会社、の２社に同時に相談する事です。双

方が雨漏りの原因を調査をしてより説得力のある方に工事

を依頼するという方法が好ましいと考えられます。

下記画像の様に赤外線カメラを使用した散水検査を行える

会社である事は最低条件です。このニューレターをお読みの

方は、トーシンにご相談頂ければ間違いありません(*^-^*)



-塗人-てっちゃんこと
社長の田中です

マイブームは
「ローソンのブランパン」

お見積り無料！お気軽にお問い合わせください！

WEBは 「トーシンリフォーム」 で検索！

相模原市南区下溝2078-9

㈱トーシンリフォーム

℡ ０１２０-７７５-３８８

神奈川県知事許可（般-25）第79168号

毎月最新の工事写真を更新して

いるホームページが大好評です。

人気コーナー-社長ブログ-では

過去の施工例も満載！

毎日たくさんのアクセスを

いただいております！

是非ご覧ください！

塗人コラム ☆ペンキ屋社長のお仕事日記☆

№34 「レバー式水道の都市伝説」

右下の写真はシングルレバー水栓と言います。昔は、レ

バーを上げると止まる「上げ止めタイプ」と、レバーを下げる

と止まる「下げ止めタイプ」の両方がありましたが、現在は下

げ止めタイプに規格が統一されています。

1995年の阪神大震災の時に、落下物がレバーにあたって

水を出しっぱなしにしてしまったケースが多数あったそうで、

下げて止まる方が理に適っているという流れになったようで

す。

これは都市伝説ですので、真意の程は

分かりませんが、説得力のあるお話なの

で信じちゃいますよね(*^-^*)

国民的着せ替え人形「リカちゃん」には姉

がいたのをご存知ですか？

リカちゃんのママはファッションデザイナー。

「モード・ニッポン・デザインコンクール」に

入賞し、パリで開かれるコンクールに参加

するため飛行機に搭乗しました。

長時間のフライトで気分が悪くなってしまっ

たママに客室乗務員が声をかけました。

ママは会話の中で「あなた、お名前は？

 お父様は何をなさっているの？」と尋ねると、「私、香山

「名前はリエです。父はフランス人でオーケストラの指揮者を

しています。母は日本人です。でも事情があってパリで父と

暮らしています」と答えました。

それで気がついたママは「リエ、ママよ！」と大粒の涙を流

したといいます。なんともドラマチックな再会シーンです。

その後、リエは突如消息不明になってしまいます。

ママの年齢は33歳、客室乗務員の娘がいるのは年齢的に

つじつまが合わないという事で、香山家の歴史から抹消され

たのでは？などの憶測が飛び交っています。

～リカちゃんには姉がいた？～

塗魂ペインターズ活動報告
愛知県 犬山市
日本モンキーセンター
塗装ボランティア
塗魂ペインターズのボランティア塗装。今回の日本モンキー

センターでの活動で、遂に１００回を達成しました！

最初の頃はバカだ、偽善だ、売名行為だ、などと罵られた

事もあり悔しい思いもしました。

でも、この１００回という数字の積み重ねで、実際に綺麗に

なった建物、生まれた多くの感動、多くの人からの感謝の言

葉、それらに嘘偽りはありません。

この１００回をもって塗魂ペインターズの活動は、尊い活動

なのだと証明できたと確信しています。

今回も全国から１００人を超える塗装店の社長たちが集結

しました。モンキーセンターボランティアは、１００回記念にふ

さわしく外壁は８００平米を超える大規模なものです！

地元の足場業者さん、塗料を提供してくれたメーカーさん、

そして我々塗魂ペインターズの力で無事成し遂げることが出

来ました。

次のボランティアは１０１回目。ここから一歩一歩、初心を忘

れず２００回開催を目指して頑張っていきます！

私も塗装を致しました！ 雨の日は室内を塗装！

皆の力で塗り上げました！ 記念撮影！
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